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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間（平成２７年４月１日から平成２７年９月３０日）の世界経済は、米国は堅調なもの

の、中国やアジア新興国の景気下振れリスクが高まり、日本企業の生産や輸出を下押しする懸念が強まっていま

す。日本の発泡プラスチックス業界においては、原料価格が下落傾向である一方、関連需要の盛り上がりに欠く状

況となりました。

 このような経営環境のなか、当社グループでは中期経営計画「ＥＮＳ２０００－Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ」の最終年

度を迎え、成長路線に再チャレンジするという中期経営計画の目標を確たるものにするため、グローバルを中心と

した売上拡大と収益改善などの重点施策の仕上げを進めております。当第２四半期連結累計期間の連結業績は、売

上高は５００億３千８百万円（前年同期比１３．１％減）と減収になり、利益面では、営業利益は２２億７千８百

万円（前年同期比６１．２％増）と大幅増益になったものの、為替差損の影響などから、経常利益は１９億２千９

百万円（前年同期比２４．２％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１１億７千５百万円（前年同期比

３７．２％増）となりました。なお、前連結会計年度に大半の国外連結子会社の会計年度終了日を１２月３１日か

ら連結会計年度と同じ３月３１日に変更したことに伴い、前年同期の経営成績には当該子会社の平成２６年１月１

日から９月３０日までの９カ月間の業績が反映されています。

 

 以下、各セグメントの状況は次のとおりであります。

 

＜生活分野＞

 生活分野の売上高は３１０億９千１百万円（前年同期比１１．０％減）、セグメント利益は１４億４千４百万円

（前年同期比８２．１％増）となりました。

 水産関連や建材・土木関連の需要は低調でしたが、食品容器関連の需要は食品トレー用途が好調に推移しまし

た。主力製品である「エスレンビーズ」（発泡性ポリスチレンビーズ）の売上数量は前年同期をやや下回りました

が、「エスレンシート」（発泡ポリスチレンシート）の売上数量は前年同期を上回りました。また、原材料価格の

動向に合わせて柔軟な製品価格政策をとったことや、関連仕入商品の販売減が売上高の前年同期比減収要因になり

ました。

＜工業分野＞

 工業分野の売上高は１８９億４千７百万円（前年同期比１６．２％減）、セグメント利益は９億７千１百万円

（前年同期比１．３％増）となりました。なお、前年同期の経営成績に含まれていた国外連結子会社の平成２６年

１月１日から３月３１日の実績（売上高３１億７千４百万円、セグメント損失５百万円）を差し引いた業績と当第

２四半期連結累計期間の経営成績との比較でも減収増益となりました。

 家電・ＩＴ関連では、「ピオセラン」（ポリスチレン・ポリオレフィン複合樹脂発泡体）などを用いた液晶パネ

ル搬送資材用途において、前年度後半から継続していた中国や台湾での新規受注による売上増加が期間後半には一

巡となりました。「テクポリマー」（有機微粒子ポリマー）は、液晶パネルなどの光拡散用途において、顧客の生

産調整が長引いたことにより売上が減少しました。自動車関連では、「ピオセラン」などを用いた部材用途が、日

本や米国などで着実に採用が拡大しました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、１，１３５億６千５百万円（前連結会計年度末比２６億３千５

百万円減）となりました。資産の部では、流動資産が受取手形及び売掛金の減少などにより２５億３千８百万円減

少し、固定資産は投資有価証券の減少などにより９千７百万円減少しました。一方、負債の部では、支払手形及び

買掛金の減少などにより流動負債が２２億８千５百万円減少し、長期借入金の減少などにより固定負債が３億１千

４百万円減少しました。純資産は、５８２億３千９百万円となり、３千５百万円減少しました。自己資本比率は

５０．６％となりました。

 当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況については、営業活動によるキャッシュ・フロー

は、売上債権の増減額の影響などにより、前年同期に比べ６億９千４百万円収入が増加し、３５億円の収入となり

ました。投資活動によるキャッシュ・フローは、貸付による支出の増加などにより、前年同期に比べ５億３千万円

支出が増加し、３０億７千９百万円の支出となりました。財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入による

収入が減少したことなどにより、前年同期に比べ４億１千１百万円支出が増加し、７億５千１百万円の支出となり

ました。

 この結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は、前連結会計年度末に比べ４億９千１百万

円減少し、６５億３千９百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 第２四半期までの連結業績の進捗および第３四半期以降の市場環境動向等を踏まえ、平成２７年４月３０日に公

表した平成２８年３月期連結業績予想を変更しております。

 平成２８年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成２７年４月１日～平成２８年３月３１日）

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

  百万円 百万円 百万円 百万円 円 

前回発表予想（Ａ） １２０，０００ ５，０００ ４，７００ ３，０００ ３２．０９ 

今回修正予想（Ｂ） １１４，０００ ５，１００ ４，７００ ３，０００ ３２．０９

増 減 額（Ｂ－Ａ） △６，０００ １００ － － －

増 減 率 △５．０％ ２．０％ － － －

（参考）前期実績 

（平成２７年３月期） 
１１３，６６０ ３，９３０ ４，１８０ ２，５３０ ２７．０７ 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 第１四半期連結会計期間において、㈱積水化成品アグリシステムは、㈱積水化成品東部と合併したため、連結

の範囲から除外しております。

 

（連結子会社の決算日の変更）

 従来、連結子会社のうち決算日が12月31日であるPT.Sekisui Plastics Indonesiaについては同日現在の財務

諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については必要な調整を行っておりましたが、第１四半期

連結会計期間より、決算日を３月31日に変更しております。

 この決算期変更に伴い、当第２四半期連結損益計算書は、平成27年１月１日から平成27年９月30日までの９カ

月間を連結しており、決算期変更した連結子会社の平成27年１月１日から平成27年３月31日までの売上高、営業

利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益は軽微であります。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対

する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度

の費用として計上する方法に変更しております。また、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非

支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期

間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,033 6,542 

受取手形及び売掛金 29,776 27,494 

商品及び製品 7,646 7,013 

仕掛品 96 137 

原材料及び貯蔵品 2,385 2,451 

その他 1,798 2,578 

貸倒引当金 △57 △75 

流動資産合計 48,680 46,141 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 14,772 14,664 

機械装置及び運搬具（純額） 8,985 9,398 

土地 20,665 20,609 

その他（純額） 2,996 2,740 

有形固定資産合計 47,419 47,412 

無形固定資産    

その他 1,100 1,132 

無形固定資産合計 1,100 1,132 

投資その他の資産    

投資有価証券 13,118 12,832 

退職給付に係る資産 4,559 4,746 

その他 1,378 1,354 

貸倒引当金 △55 △55 

投資その他の資産合計 19,000 18,878 

固定資産合計 67,520 67,423 

資産合計 116,201 113,565 

 

- 4 -

積水化成品工業㈱　(4228)　平成27年３月期第２四半期決算短信



 

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 16,643 14,442 

電子記録債務 5,470 6,228 

短期借入金 6,628 6,773 

未払法人税等 832 621 

賞与引当金 917 910 

役員賞与引当金 29 14 

製品補償引当金 102 98 

その他 5,596 4,844 

流動負債合計 36,221 33,935 

固定負債    

長期借入金 12,839 12,600 

退職給付に係る負債 2,538 2,599 

その他 6,327 6,190 

固定負債合計 21,704 21,390 

負債合計 57,925 55,326 

純資産の部    

株主資本    

資本金 16,533 16,533 

資本剰余金 17,261 17,261 

利益剰余金 14,091 14,753 

自己株式 △796 △797 

株主資本合計 47,089 47,749 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 6,176 5,985 

土地再評価差額金 1,384 1,384 

為替換算調整勘定 923 662 

退職給付に係る調整累計額 1,981 1,732 

その他の包括利益累計額合計 10,465 9,764 

非支配株主持分 720 725 

純資産合計 58,275 58,239 

負債純資産合計 116,201 113,565 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 57,551 50,038 

売上原価 46,602 38,373 

売上総利益 10,949 11,664 

販売費及び一般管理費 9,536 9,386 

営業利益 1,413 2,278 

営業外収益    

受取利息 8 4 

受取配当金 107 110 

為替差益 166 － 

その他 184 88 

営業外収益合計 467 203 

営業外費用    

支払利息 97 67 

為替差損 － 247 

持分法による投資損失 9 3 

その他 219 234 

営業外費用合計 326 552 

経常利益 1,553 1,929 

特別利益    

投資有価証券売却益 0 1 

その他 0 0 

特別利益合計 1 1 

特別損失    

投資有価証券評価損 0 1 

厚生年金基金脱退損失 59 － 

特別損失合計 60 1 

税金等調整前四半期純利益 1,494 1,930 

法人税等 585 750 

四半期純利益 909 1,180 

非支配株主に帰属する四半期純利益 52 4 

親会社株主に帰属する四半期純利益 856 1,175 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

四半期純利益 909 1,180 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 53 △191 

為替換算調整勘定 61 △259 

退職給付に係る調整額 △199 △249 

その他の包括利益合計 △84 △700 

四半期包括利益 825 480 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 772 474 

非支配株主に係る四半期包括利益 52 5 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,494 1,930 

減価償却費 1,941 1,895 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △50 18 

受取利息及び受取配当金 △115 △114 

支払利息 97 67 

持分法による投資損益（△は益） 9 3 

賞与引当金の増減額（△は減少） △9 △7 

製品補償引当金の増減額（△は減少） △0 △4 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 69 61 

投資有価証券売却損益（△は益） △0 △1 

投資有価証券評価損益（△は益） 0 1 

有形固定資産除売却損益（△は益） 19 21 

売上債権の増減額（△は増加） 1,289 2,399 

たな卸資産の増減額（△は増加） △334 466 

仕入債務の増減額（△は減少） △1 △1,193 

その他 △1,165 △1,265 

小計 3,245 4,278 

利息及び配当金の受取額 124 113 

利息の支払額 △100 △59 

保険金の受取額 124 0 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △587 △833 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,806 3,500 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △2,618 △2,338 

有形固定資産の売却による収入 133 9 

投資有価証券の取得による支出 △81 △1 

投資有価証券の売却による収入 7 3 

貸付けによる支出 △3 △496 

貸付金の回収による収入 20 13 

関係会社株式の取得による支出 △31 △235 

その他 22 △33 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,548 △3,079 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,336 △54 

長期借入れによる収入 2,485 800 

長期借入金の返済による支出 △769 △766 

配当金の支払額 △375 △514 

非支配株主への配当金の支払額 △48 △0 

その他 △295 △215 

財務活動によるキャッシュ・フロー △339 △751 

現金及び現金同等物に係る換算差額 73 △161 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8 △491 

現金及び現金同等物の期首残高 6,278 7,030 

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △13 － 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,256 6,539 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注１） 

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）   生活分野 工業分野 計 

売上高          

外部顧客への売上高 34,946 22,605 57,551 － 57,551 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
1,226 1,012 2,238 △2,238 － 

計 36,172 23,617 59,790 △2,238 57,551 

セグメント利益 793 958 1,751 △198 1,553 

 （注）１．調整額は以下のとおりである。 

 セグメント利益の調整額△198百万円には、セグメント間取引消去△４百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△193百万円、固定資産未実現利益０百万円が含まれている。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。

３．各セグメントに属する主要な製品の名称

・生活分野─── エスレンビーズ、エスレンシート、エスレンウッド、ＥＳダンマット、ＥＰＳ土木工法

・工業分野─── ピオセラン、ライトロン、ネオミクロレン、セルペット、テクポリマー、テクノゲル
 
４．報告セグメントの変更等に関する事項 

 従来、連結子会社のうち決算日が12月31日である海外子会社13社については同日現在の財務諸表を使用し、

連結決算日との間に生じた重要な取引については必要な調整を行っていたが、第１四半期連結会計期間より、

海外子会社のうち８社については決算日を３月31日に変更し、３社については連結決算日である３月31日に仮

決算を行い連結する方法に変更している。その他２社については決算日を12月31日とし、連結決算日との間に

生じた重要な取引については必要な調整を行っている。

 この決算期変更に伴い、当第２四半期連結損益計算書は、平成26年１月１日から平成26年９月30日までの９

ヶ月間を連結しており、決算期変更した連結子会社の平成26年１月１日から平成26年３月31日までの売上高

は、工業分野が3,174百万円、セグメント損失は、工業分野が５百万円である。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注１） 

四半期連結損益
計算書計上額
（注２）   生活分野 工業分野 計 

売上高          

外部顧客への売上高 31,091 18,947 50,038 － 50,038 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
1,751 836 2,588 △2,588 － 

計 32,843 19,783 52,626 △2,588 50,038 

セグメント利益 1,444 971 2,415 △485 1,929 
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 （注）１．調整額は以下のとおりである。 

 セグメント利益の調整額△485百万円には、セグメント間取引消去△１百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△484百万円、固定資産未実現利益０百万円が含まれている。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。

３．各セグメントに属する主要な製品の名称

・生活分野─── エスレンビーズ、エスレンシート、エスレンウッド、これら成形加工品、

ＥＳダンマット、エスレンブロックなど

・工業分野─── ピオセラン、ライトロン、ネオミクロレン、セルペット、テクポリマー、テクノゲル、

フォーマック、これら成形加工品など
 
４．報告セグメントの変更等に関する事項 

 サマリー情報（注記事項）に関する事項に記載のとおり、従来、連結子会社のうち決算日が12月31日である

PT.Sekisui Plastics Indonesiaについては同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な

取引については必要な調整を行っていたが、第１四半期連結会計期間より、決算日を３月31日に変更してい

る。

 この決算期変更に伴い、当第２四半期連結損益計算書は、平成27年１月１日から平成27年９月30日までの９

カ月間を連結しており、決算期変更した連結子会社の平成27年１月１日から平成27年３月31日までの売上高及

びセグメント利益は軽微である。
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